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親子関保に関する家族意識の規定要因としての年齢と性に着目して、 f家J規
範意識、 f同居介護J規範意識、 f親の献身j 規範意識の肯定志向を性別、年齢

階層別に比較した。それぞれの意識の肯定志向は高年層において高く、若年層
においては低いというパターンを示すが、性別にみると男性は女性より高い肯
定志向を示す。ここから、現代日本の家族生活の中では個々の成員が親子関係
の意識の宵定度において措抗しているという仮説が示唆される。また、中年に
おいては若年層より肯定志向が低い場合があり、団塊の世代を中心としたこの

層の人々の歴史的背景に要因を求める仮説が示唆される口いずれの仮説も今後
の反復調査によるデータによる検証を必要とする。
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1. はじめに

本稿は、 NFR 98の家族意識データの中から、家族意識の変化に関する知見を得ょう

とIt、う探索的な作業にもとづいている。これは、別途計腐してきた戦後 50年の家接変動

を把握しようという研究につなげることが出来ればと考えてのことであるら家候変動l士、

形態、構造、機能、規範の諸側面の変化として論じられてきた{森岡 1912，]973 石原 1982)。

また、家族変動を社会変動のー形態とみなすならば、構造と現範の変化と考えることも出

来るじ家族意識の変化は家族変動の諸側面の中でとりわけ提範の変化を示すと推定される

のである。

2.家族意識研究

( 1 )家族意識概念

家族意識研究において、家族意識は、 f家族と家族制度について個人がもっ意識J(森

商 1972)、f家族という社会関係について個人および人々がもっ、価値づけと規範および

家族行動に対する態度J(石原 (982)、f家旗という社会関係について、それを捜定する規

範に対してもつ個人の態度およびその集合J (木下 1988) r家族と家族制度に関して、あ

る社会集団の成員に共有されている意識J(松成 ]991)などと定義されてきたc
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(2)議論の展開

(a)戦後の家族意識変化

戦後日本の家族意識の変化は、わが国の伝統的家族類型ととらえられる f家j の家族意

識の変容ないしは衰退として把握されてきたっ戦後 45年経った時点では、「全国規模の世

論調査の結果から見るかぎり家意識は確実に弱化しているj (松成 1991)とされたこ.松成

が参照している諾研究(青井 1974、山手 1974 森岡 1980) でも、通時的に繰り返された

世論調査や意識調査の結果の比較によりそれまでの「家j 意識の変化が提示されている。

これらの通時的データの比較は変化の趨勢を示してはいるが、変化が何時、どのような部

分から、どのようにして起こったのか、という変化のメカニズムに関する考察にはつなが

り得ていない。

(b)家族意識変化把握のこつの仮説

変化のメカニズムの考察につながる分析手法として石原は出生コホート分析と反復調査

に言及している(石原 1982)。出生コホート分析は、出生時期のも古川、が社会化過程の違

いをもたらし家族意識の相違にリンクするとする、いわばく社会化決定仮説〉の検証につ

ながるc 従って、同一対象に対する反復調査を行うことができ、同一出生コーホートの家

族意識に系時的な変化がないとことが示されればく社会化決定仮説>が検証されるし、同

一出生コーホートの家族意識に系時的変化が示されるなら、社会化決定仮説に-ftわってく

加齢/社会構造(歴史)変化対応仮説>とでもいうべき枠組みの示唆が可能になるc;

(c)家族意識構造

菅谷は農村家族の家族意識の伝統性を女性を対象とした実証的研究から指摘している

{菅谷 1984)ο 木下は都市家抜を対象に家族意識の構造を f家J規範との関連で研究しよ

うとし、変化の結果としての現在の構造に関して分析している(木下 1988)"彼は、「家j

規範の測定において慎重であるべきという指舗と同時に、 f家i規範と比較的関連の強い

属性として、家族周期、生家の家業有無、年齢をあげている〉特に、年齢という属牲に関

しては、加齢効果よりもコホート効果を示す要因として注目すべきとポ唆しているの

一方、現実問題の理解のためには f家j からの変化をのみ問題にするのではなく現在の

意識構造の把握が必要と説く坂本は、因子分析の手法を用いて扶養意識の構造を分析しサ

ポートシステムとの関連と論じている(坂本 1990)。

3. NFR98集計分析にあたって

(1)家族意識概念の定義

本稿では、家族意識を、家族関係における個人の行動の親準と定義しておきたい〉家族

意識は家族に関する社会規範、家族関係に関する態度と対応すると考えるc 英語訳を

persp民 tiveとしたのは、この行動の規準は家族関係における個人の行動の特色や方向性に
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つながるという点を強調するためであるc

(2)作業目的

上述のように、この作業の目的は戦後日本の家候意識の変化に関する知見を得ることで

ある O しかしNFR98においては家族意識に関する調査項目は少必いロ川また、 NF

R98のみでは横断的分析しかできない。家族意識変化把握のための必須の手法としてあ

げられている{石原 1982、菅谷 1984、藤井 1981)反復調査ないしは時系列比較は不可能

である。以上のような限界の一方で、 NFR98ば、調査単位を個人とする全国規模のデ

ータである。これまでの家族意識研究が用いてきたのは全国規模の世論調査データの中の

関連部分か、限定された条件のもとであるいは限定された対象に対する実態調査により得

られたデータであったことと比較すると、調査単位を個人とする全国規模のデータである

ということは利点である。全国的視野で、個人の家族意識の変異をもたらす変教は何かを

探るという作業が可能になるのであるa

変異をもたらす変数として年齢に注目するならば、出生コホートと家族意識との対応関

係の有無を把握できるであろう。そのことにより、石原(l982)が言及している社会化決

定仮説の部分的な検証と、木下(1988)が提示した加齢効果よりコホート効果が要国とし

て大きいのではなし、かという示唆の確認へと向かうことができょう。

本稿では分析の対象を家族意識の中でも、親子関係に関する家族意識に限定する..具体

的には次の三つの質問が体現する家族意識であるη

問20 (オ)r親の面倒をみるのは長男の義務であるの j この質問は、老親・子関係に

関する意識の指標と考えることができる。 江戸期以降の生活保障の単位としての産系制

家肢である「家j を担う単独相続者の義務としての老親の扶養・介護の義務と、明治以降

の法的に定められた家制度のもとの長男単独家替相続に伴う義務に対する意識を訊いてい

るのであり、「家j 煩範意識と措定する。 f家j 続範意識がどのように維持されているの

か、またはいないのかの把鍵は家族変動研究に示唆をもたらすであろう。

問 20 (カ) f親が年をとって自分たちだけでは暮らしていけなくなったら子どもは親

と同居すべき"Jこの質問も老親・子関係に関する意識の指標とするこができょう℃基盤

にあるのは「家j 規範とは限らないかもしれないが、老親の介護の義務を子どもの同居に

掃する意識を訊いているものであり、 f同居介護j 規範意識と措定するロ f同居介護J堤

範意識のありょうの把握は、介護のあり方を考える際に参照されうるであろう守

間20 (エ) r子どものためなら親が自分のことを犠牲にすべきョj この質問は、子育

て、成人までの過程における親子関係に関する意識の指標と考えることにするご子育ての

過程における親の献身の必要について訊いているものであり、 f(親の)献身i捜範と措

定する。「献身J規範意識を近代家族規範に対応するととらえるならば、個人化傾向とと

もにこの規範は弱化していくと想定できるのではなかろうか。
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(3)分析に用いる変数

分析に用いた変数は被説明変数としては上記の親子関係意識に関する質問項目説明変数

として用いたのは性、年齢、生育地域(q3)現在の居住地(地点特性、都市規模)、養育者

(父親)の職業(q6) 本人の職業(現在あるいは一番長く就いた仕事、 q8・1)初職(初め

て就いた仕事、 q9・2)家族構成 (q12・]"，-，・13) である。年齢は5歳男jみの出生コーホート

に、職業は家族経営に内包されていたかどうかを基準に、家族構成は同居世代教を基準に

再コーディングを行ったcω 

4.分析

(1 )親子関係に関する家族意識の規定要因を探る

表 1は糾二乗検定により有意であった相関を艇の大きい頗に表示しているュ T家j 規範

意識と「同居介護j 規範意識に関しては、年齢、性、家族構成、生育地のタイプ、養育者

の職業タイプ、本人の初職のタイプ、本人の職業、および、現住地のタイプとの拐関が確

認された。 f家J規範意識は年齢階層と性との相関が特に大きいの f同居介護j 規範;意識

は年齢階層との相関が大きく、家族構成との相関も相対的に大きいれ一方、「親の献身j

規範意識に関してみると、年齢階層との栢簡は顕著であるが、家接構成、生育地のタイプ、

養育者の職業タイプ、本人の職業、現住地のタイプとの相関は他の二意識ほど大きな値を

示さないし、性、本人の初職タイプとの相関はみられない。「家j 規範意識、「同居介護j

規範意識の説明変数のパターンと、 f親の献身j 規範意識の説明変教のパターンは異なる

といえよう引

いずれの意識も年齢との相関が最も高い3 言b、かえると、年齢と性以外の他の説明変教

との相関も高いのであり、いずれも漸近有意確率 .∞oで高い州二乗検定の績を示したむ

因みに最も年齢との相関の値が高かったのは養育者の職業ぽ次いで生育地、:f}]職、職業、

家族構成、現住地の頗であっ‘た。なお、性と相関が成り立つ説明変数は初職と職業であ

ったc そこで、家族意識の規定要因相互の混合した効果、の宿意の必要(菅谷 1984) は

あるが、本稿の分析では規定要因としての年齢に着目していくことにする。

(2)性別年齢期比較

そこで、親子関係意識のあり方と年齢、性、家按構成とのあいだの相関のあり方を年齢

階層による比較を軸にして、探っていくことIこする。そのために、とりあげた三つの質問

の回答を数値化し、出生コーホートごとの平均値を求め比較を行ったむ T家i規範 (q20

オ)、 f家族同居j 規範 (q20カ)、 f献身j 規範 (q20エ){士、

1.そう思う、 2.どちらかといえばそう思う、:3.どちらかといえばそう患わない、 4.

そう思わないの4件法で訊いている。これらの捜範が行動の規準になっている度合いをわ

かりやすく把握するために、数値化にあたって、 fそう思うj に4、fどちらかというと
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表 1 相関のパタ}ン

f親の献身J規範意識 「家j規範意識 f 同居介護J規範意識

年齢傘" 年齢*柿 年齢“‘

家族構成" 性柿傘 家族構成.....

養育者の職業* 家族構成"・ 性肺*

聴業* 養育者の職業傘" 初職....

生育地傘 初職.... 職業*柿

現住地$ 生脊地帥* 養育者の職業傘"

職業輔$ 現住地傘"

現住地林事 生育地柿$

m 漸 近 有 意 確 率 鮒

" 漸近有意確率 .∞1 

- 漸i!I有意確率 .010-.... .026 

そう思うj に3、fどちらかというとそう思わないj に2、fそうJ層、わないJに1を与え

た。このように数値化した三つの意識の平均値を性別年齢別に比較するc

(a) r家J規範意艶

サンプル全体の f家j現範意識の平均値は 2.09であるから肯定度は高いとはいえない。

表2は男性の f家j 規範意識の年齢階層別平均値であり、表3は同じく女性の f家j 規範

意識の年齢階層別平均値である。図 1 は表2~表3 を合わせて図表化したものである。最

高齢層以外すべての年齢階層において男性の方が女性より平均値が高い。しかも女性の平

均値は年齢が下がるのに対応して急速に滅少するが、男性は、年齢が下がるのに対応して

の平均値の低下は緩やかでありかっ直線的ではない。中年以下の年齢層では男性と女性の

平均値の差は顕著である。男性の f家j規範意識の平均値は 53.......57歳(1941...... 1945生

まれ)の年齢層において最も低くなるが若年層では再び上昇する。女性の平均値段43'"'-'47 

歳 (195]"" 1955生まれ)において最も低く、そのあとの年齢層では若干平均値が上がる。

これらから、女性は男性より f家』規範意識を行動の規準とはしていないとと、 40代以

下においてはその傾向は一層顕著になり、男性と女性ではJ相反する傾向を示すことを読み

とることができょう。
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表2年齢階層別「家J規範意識平均値[男性]
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図 1性別・年齢階層別「家J規範意識平均値

(b) r同居介護j規範意様

サンプル全体の f同居介護j規範意識の平均値は 2.63である。表4は男性の年齢階層

別平均値であり、表5は女性の年齢階層別平均値である。表4と表5を合わせて図表化し

しかたのが図2である。 68.......72歳の年齢層を除いて男性の方が女性より平均値が高い。

1局し、 f家j 規範意識とは異なって、年齢階層別差異のパターンは男女で拘似している。

齢層では平均値が高いが、徐々に低下し中年層{男性は 53--57歳、女性は 43--47議)

で最低になる。そして若年層ではふたたび上昇する傾向が見えるのである。
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表4年齢階層別「同居介護J
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図2性別・年齢階層別「同居介護」

規範意識平均値

(c) r親の献身J規範意織

サンプル全体の f献身j 規範意識の平均値は 2.57である。表6は男性の年齢階層別平

均値であり、表7は女性の年齢階層別平均値である。表6と表7をあわせて図3を作成し
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高齢層におい「献身j 規範意識の平均値は年齢階層別の差異が比較的小さいが、ている。

て高く、中年層に向かつて低下し、若年層ではふたたび上昇の傾向を示すというパターン

は他の二つの意識の場合と同様である。一方、男性と女性と比較すると 50代以上では女

性の方が平均値が高く、 40代以下では女性の方が平均値が低いが男女の差は上記の二つ

の意識の場合ほど高くはないことに気づく。
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表6年齢階層別「献身J規範意識

平均値[男性]

KNSHNO 

AGE5 

73-77 
68-72 2.5581 310 

63-67 2.5918 316 

58-62 2.5455 319 

53-57 2.3879 348 

48-52 2.5631 428 

43・47 2.5658 357 
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33-37 2.5971 345 
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表7年齢階層別「献身」規範意識

平均値[女性]
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図3性別・年齢階層別「献身J規範

意識平均値

次に家族構成島IJに三つの意識の年齢階層ごとの平均値を比較する。

(a) r家i規範意議

核家族的構成の世帯で生活している人の平均値ほどの年齢階層でも、直系家族的構成の

世帯で生活している人の平均値より低い。ただ、最若年層では核家族的構成の世帯で暮ら

している人の平均値の方が若干大きくなっている。

(b) r同居介護j規範意蟻 (表・図略)

高齢層~若年層では、直系家膝的構成の世帯で生活している人の平均値が高い。しかし、
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表9年齢階層別「家」規範意識

平均値 [直系家族居住者]

表 8年齢階層別「家J規範意識

平均値 [核家族居住者]
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中年層では平均値の差が小さく 40代前半では、むLろ直系家侠的構成で生活している人

の平均値の方が若干下回るのであるごl

(c) r親の献身J規範意穣 (表・図略)

核家族構成の世帯で生活している場合も、直系家族構成の世帯で生活している場合も、

f献身J規範意識の平均値に大きな差はなく、高齢層では高い平均値が中年にかけて下降

するが、若年層では再び上昇の傾向を示すというパターンも共通しているの

5.考察一時代効果・年齢効果・社会化ー

( 1 )時代効果か年齢効果か

女性の f家J規範意識の肯定志向は年齢階層が下がるとともに直犠的に減少する。 --'- '-

から、時代効果を女性が強く受け意識変化したという仮説が示唆されよう。一方男性の

f家j 規範意識の肯定志向は 減少が曲線的であるの男性は、時代効果を女性ほどは受け

ていないという仮説が示唆される。時代効果による変化というよりも、加齢効果で、現実

に老親と対峠している年齢層において f家j続範意識の肯定率向が減少するとしづ年齢効

果仮説が示唆されるのではなかろうか。

「同居介護J規範意識は、男女で肯定志向の度合いは異なるが、全体として f家j 規範意

識より肯定志向は高い。老親の介護は子どもが同居して果たすべきとする規範を相当程度

の人々が共有していると考えられる η 主た、男立とも年齢階屠別の差異のパターンは相似

しており、高齢者は肯定志向を示すが、老親を身近にもつ壮年の人々に肯定志向が弱く、

介護が身近ではない若年層においては抽象的と考えられる宵定志向がみられると L旬、う曲続

的なパターンを示す。このパターンは加齢効果仮説をを示唆につながるのではなかろうか℃

(2)社会化仮説に関して

「家j 規範意識の年齢階層別比較は現代日本における家族意識形成の社会化仮設に関し

ての知見をもたらす。上述のように f家J規範意識の肯定志向は時代効果で弱化している

と見てよいのであるが、年齢階層別には明らかな差異があることも判るσ 男性では、男性

全体の平均値より高い値を示すのは 63議以上(J935年以前の出生)の年齢層であるョ(た

だ 33'" 37識の層でも若干平均を上回っているのであるがれ}女性では、女性全体の平均

値より高い値を示すのは 53歳以上 (1945年以前の出生)である(:

作業目的の項で、「家j 規範意識は、生活保障の単位としての f家j の単独相続者とし

ての義務を長男に帰する態度と先に想定したュ生活保障の単位としての「家j ，こ対応する

のは、自営業の生活であろうと思われるp そこで、養育者の職業と f家j 規範意識の関連

を考えてみる。 1945年以前出生の人々の問では、養育者の職業は自営業の方・が多いが、

それ以降、減少の一途を辿るc また、 1945年以前出生の人々は、高度経済成長期以前に

ほぼ第一次社会化を終了していると思われるu このように考えると、 f家j 規範意識肯定
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志向の低下は、日本の社会の産業構造の変化に伴う、自営業から雇用へという家族の収入

稼得パターンの変化が、第一次社会化の内容を変化せしめたことに超因するのではないか

と考えられるロさらに敷街することが許されるならば、 f家j という生活の枠組みでわれ

われがくらしていたのは、 1945以前に生主れた人々の子ども時代までだったという仮説

を示唆しているのではなかろうか(熊谷2000)。

(3)時代効果・年齢効果・社会化

親子関係に関する家族意識の肯定志向の平均値は、男性では 50代、女性では 40代にお

いて特徴的に低い値を示す。彼らは、 1940年代'"1950年代の生主れであり、いわゆる団

塊の世代がこの中に含まれる。第一次社会化の時期を含めて、これらの年齢層の人々のこ

れまでのライブコースと戦後日本の社会変動の過程とは重なってきたのそこから、彼らが

示す、肯定志向の低い平均値は戦後日本の社会変動の中で育ち労働してきたことによる国

有の傾向ではないかとする仮説が示唆されるのまたは、肯定志向の低さは、そのような歴

史的時間に規定されるものではなく、老親との関係で介護などの具体的場面に直面してい

るという年齢条件に規定されてのことであるという仮説も成り立つo これらの仮説の検証

には、将来の反復調査によるデータを必要とするロ

(4)異なる家族意識の措抗

NFR98データが示す、性別、世代別の家族意識の差異は、家族生活の場では成員そ

れぞれが異なる家族意識をもって行動していることを示喰する" r家j 規範意識の肯定志

向や、同居規範意識の肯定志向は、高年層の方が中・若年層より高く、男性の方が女性よ

り高いのである。 老親世代と中年以下の子ども世代では家族意識が異なる L、それぞれ

の世代においても男性と女性では家族意識が異なるということになる。直系家族構成の家

族では親世代の夫(輿)と子世代の妻(嫁)との簡の意識志向の差が最も大きいことが示

唆されるのである。家族は問ーの家族意識を共有すーる人々によって構成されているのでは

なく、家族生活は異なる家族意識の結抗の場であると考えられるのではなかろうか3

定:

( 1 ) 木下(l988)では項目数が少ない場合には分析の信頼度は低くなるという指摘が

なされている。

(2 )説明変数のー合成は以下のように行った0

.年齢は5歳刻み出生コホートに合成した。

・養育者の職業、現在あるいは一番長く就いた仕事(本人の職業)および初めて就いた仕

事l士、家族経営に内包されていたかどうかを基準に、以下のような再コーデ、イングを行っ

た。
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-職業 (Q8sq・1現在あるいは一番長く就いた仕事の内容)は次の ;3分類。

経営管理(経営者)、一般従業者{一般従業者・パートアルバイト等・採遣社員・内職)、

家族経営内(自営業主自由業者・自営業の家践従業者)。

・初職 (Q9 sq-2初めて就いた仕事の内容)は2分類q

一般従業者(一般従業者・パートアルバイト等・派遣社員・内職)、家族経営内(自営

業主自営業者・自営業の家族従業者)

・養育者の職業 (Qs)養育者〈父親)の職業は4分類。

経営管理(経営者役員理事課長相当以上の管理職(含公務員))、一般従業者(一般

従業者・パートアルバイト等内臓・その他)、家族経営内(農林漁業の自営業・農林漁

業以外の自営業)、 わからない

-家族構成(同居世帯員構成)の分類は次のように行った守

単身世帯(本人のみ)、核家族的構成世帯(本人と配偶者、本人と配偶者と子ども、本

人と子ども、 本人と実の親という構成を含む。本人と実の親としづ構成のケースの調

査対象者の 89.0%が未婚であり、 88.6%が43議未満であるので核家族構成と分類した)、

直系家族的構成世帯(上記の家族構成以外の構成のケースをすべて含めた。二世代 の

夫婦ないしは三世代にわたる成員により構成されているケースである。ただし、この 分

類基準にはあわずむしろその他として分類すべきであったかもしれないケースが 7ケ

ス含まれている。)、非親族世帯(本人と非親族のみ)α

この家族構成分類によると、単身世帯 351、核家族的構成世帯判42、i直系家族的構成世帯

2]82、非親族世帯 ]0となる。 NF R 98 No， 1 における分類とは若干差異があり、

核家族的構成と分類されたケースが 151少なく、直系家旋的構成c!::分類されたケースは

{51多くなっている。集計分析に際しでは、非i親族世帯 10は除いているわ
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